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４）マウスにおける眼内平滑筋の細胞生理学的実験手

法の確立と信号伝達経路の研究への展開

、研究代表者赤尾鉄平

[研究目的］

眼内平滑筋は，目の遠近調節（毛様体筋）と光量調

節（瞳孔括約筋と散大筋）に必要な微少張力を提供す

る重要な組織である。眼房水の流出率調節ひいては眼

内圧の恒常性維持にも重要な役割を演じており，その

異常は緑内障の病因の一つとして注目されている。こ

れらの筋が副交感神経（毛様体筋と瞳孔括約筋）また

は交感神経（瞳孔散大筋）に支配されることは組織学

的および薬理学的の研究により早くから知られている

が、適当な動物実験材料が限られるところから伝達物

質の作用機序に関する研究は非常に遅れている。今回

の研究では、そのあまりの小ささから本分野では全く

用いられてこなかったマウスの眼球を実験材料として

使用するための方法を確立することを目指した。

[実験方法］

頚椎脱臼により屠殺したＢALB/ｃオスマウスの眼

球から虹彩をリング状に切り出し，Ｕゲージトランス

デユーサーにつないで等尺性張力を記録した。専用
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